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企森正史文化協会長

第30回重信町

同支化

企歴史民俗資料館企画展

今
年
で
三
十
回
目
を

迎
え
た
重
信
町
文
化
祭

。

十

一
月

三
日
か
ら
六

日
ま
で
の
四
日
間
、

三

十
周
年
記
念
事
業
他
、

多
彩
な
催
物
に
多
く
の

人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

ふ
に
。

企きれいね~
f!. 

r
hN川河工

h
F
つ
ぎ
に
行
こ
う
よ

l
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三
木
照
恵
先
生
選

兼
題

特
選
五
句

ど
ん
ぐ
り
一
樹
禿

山

に
実
を
降
ら
す

耳
遠
き
母
と
話
し
ぬ
田
町
旦
珠
沙
華

手
に
笹
栗
老
後
思
う
て
を
り
に
け
り

水
鳥
の
輪
の
し
な
や
か
に
禁
猟
区

蔵
掃
除
し
て
新
米
を
積
み
込
め
リ

席
題
特
選
三
句

傷
祇
め
て
少
し
酸

っ
ぱ
し

花
野
径

暮
れ
ぎ
は
の
石
の
ぬ
く
も
リ
次

郎
柿

オ

カ
リ

ナ

の
穴
の
大

小
小
鳥
来
る

中
本
幸
子

先
生
選

サ時
き
し
菜
の
夏
日
に
芽
吹
か
ず

、

」
ほ
れ
種
の
け
い
と
う

赤
く
あ
ま
た
咲
き
を
り

や
せ
細
る
母
の
手
足
の
冷
た
か
り
さ
す
る
わ
が
手
を
出
し
と

一円
ひ
き

憂
き
こ
と
の
兎
な
り
た
る
日
は
岩
が
顔
を
鋭
に
写
し
て
ア
カ
ン
ベ
ー

し
て
み
る

初
め
て
見
る
冗
十
年
を
へ
し

、
つ
つし
ゑ
は
同
託
の
な
き
在
リ
し
日
の
夫

い
も
い
在
れ
の
生く
る

一社
し
か
リ

ュ
ー
マ
チ
の
変
形
し
ゅ
く
指
哀
れ
な
り

上
向
喜
久
子
先
生
選

特
選宿

題
「
若
づ
く

り

L

次

一
人
休
し
き
る
哀
し
い
脊
づ
く
り

「

パ
ジ
ャ
マ
」

「
正
直
」

香

水
を

パ
ジ
ャ

マ
が
わ
り

に

眠
る
美
女

正

直
な
写

真

が
っ

か
り

ふ
け
た
顔

* 」

水

や
り

を
さ
ぼ
る
と

花

が
語
ら
な
い

十
下
円
j

J
l
J
H「

和
泉
き
し

子

井
上
ひ
で
み

大
森

UJ 
内

露
IJ 

工
奇

己

一日
一-
J

J
，
t

品
開
ゐ
申小
千
点
1

-一

一
i

星
)11 
千
栄

浅
井
シ
ズ
子

相
原
妙

子

高
須
賀
京
子

弓
立

I成

孝
子

隆
茂

澄
子

千
歳

清
美

雪
子

{変臼
f-j 

美

た
つ
子

文早
化坂
講暁
演先
会生
を
聞
い
て

重信町文化祭早
坂
さ
ん
の
講
演
の
中

で
一
番

心
に
残

っ

た
の
は
、
「

よ
く
世
間
と

い
う
が
、
円
頃
、

人
は
わ
ず
か

二

i

一二
卜

人
の
狭
い
世
間
を

相
手
に

生
き
て
い
る
。
も
っ
と
広
い
世
間

を
持
っ
て
命
し
き
て
い
く
べ
き
だ
」

と
い
う
占
…
で
し
た
。

そ
う

言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
毎

日

の
生
活
の
中

で
関
わ

っ

て
い
る
人

の
数
な
ん
て
た
か
が
知
れ
て
い
ま

す
。

そ
ん
な

小
さ
な

世

間
の
小

で

く

よ
く
よ
考
え
た
り
、
泣
い
た
り
、

笑
っ

た
り

。

客
観
的
に
見
れ

ば
お
か
し
い
で
す
ね

。
そ
の
夜
、

一
体
自
分
の
世
間
は
ど
の
程
度
の

大
き
さ
な
の
か

、
指
折
リ
数
え
な

が
ら
考
え
て
み
ま
し
た

。

(
重
信
町
↑

湖
山
岡

恵
子
)

あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を

「
海
外
た
す
け
あ
い
」
に

N
H
K

海
外
た
す
け

あ

い
(
主

催
日

本
赤
十
字
社

、

日
本
放
送

協
会
、
N
H
K

厚
生
文
化
事
業
団
)

が
、
本
年
も
ト

二
月

一
日
か
ら

二

十
五
日
ま

で
実
施
さ

れ
ま
す

。

皆
様
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
義
援
金

は
、

ア
ジ

ア
・
中
東
・

ア
ワ
リ
カ
・

中
南
米
等
の
発
展
途
上
同
の
恵
ま

れ
な
い
人
々

の
た
め
に
使
わ
れ
ま

す
。皆

様
の
温
か
い
ご
協
力
を
お

待

ち
し
て

お
り
ま

す
。

-
義
援
金
の
受
付
窓
口

N
H
K

欣
送
局
、
郵
便
局

、

金

融
機
関
、
農
業
協
同
組
合
、
漁
業

協
同
組
合
、
円

本
赤
十
字
社
本
社
・

支
部

、

+
亦卜
字
病
院
、
赤
十
宇
血

液
セ
ン
タ

ー



zt:ι4すめぶ・ 4 I 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

確
定
申
告

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
給
与
に
つ
い

て
の
所
得
税
は
、
毎
月

の
給
料
や

ボ
ー
ナ
ス
か

ら

源
泉
徴
収
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す

。

そ

の
年

の
給
与
総
額
に
つ

い

て
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

税
額
と
の
過
不
足

額
は
、
そ
の
年
最
後
の
給
料
や
ボ

ー
ナ
ス
が
支
払
わ
れ
る
際
に
、

「

年

末
調
整
」

に
よ

っ

て
精
算
さ
れ
ま

す
。大

部
分
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
は
、

年
末
調
整
に
よ
っ

て
納
税
が
完
了

し

ま

す
。

し
か
し
、
サ
ラ

リ
ー

マ

ン
で
も
確
定
申
告
や
還
付
申
告
等

を
し
な
け
れ
ば
な

ら

な
い
場
合
が

あ
り
ま
す

。

そ
の
あ

ら

ま
し
を
説

明
し
ま
し
ょ
う

。

{確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
】

平
成
六
年
中
の
所
得
か

ら

配
偶

者
控
除
等
そ
の

他
の
所
得
控
除
の

合
計
額
を
差
し
引
き
算
出
し
た
税

額
が

、

配
当

控
除
額
と
年
末
調
整

の
際
に
控
除
を
受
け
た
住

宅
取
得

特
別
控
除
額
よ
り
も
多
い
人
で
、

次
の
よ
う
な
、
い
ず
れ
か
に
当
て

は
ま
る
場
合
に
は
、
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

①
平
成
六
年
分
の
給
与
の
収
入
金

額
が
一
、
五

O
O
万
円
を
超
え
る

場
合

②
給
与
を
一
か
所
か
ら
受
け
て
い

る

人
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
二

O
万
円

を
超
え
る
場
合

③
給
与
を

こ
か
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
場
合
で
、
年
末
調
整
さ
れ

な
か

っ

た
給
与
の
収
入
金
額
と
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得

金
額
と
の
合
計
額
が
二

O
万
円
を

超
え
る
場
合

平
成
六
年
分

の
所
得
税
の
確
定

申
告
と
納

税
の
期
間
は
、
平
成
七

年
二
月

二
ハ
日
か
ら
三
月

一
五
日

ま
で
で
す

。

正
し
い
申
告
と
納
税

を
期
間
内

に
済
ま
せ
ま
し

ょ
う

。

{確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合
】

確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い

人
で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

確
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴

収
さ

れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す

。

l

、
雑
損
控
除
の
適
用
を
受
け
る

場
合

地
震

、

火
災
、
風
水

害
な
ど

の

災
害
や
盗
難
、
横
領
に
よ
り
住
宅

や
家
財
に
損

害
を

受
け
た
場
合
や

災
害
等
に
関
連
し
て
や
む
を
得
な

い
支
出
を
し
た
場
合
に
は
、
次
の

山
と
ω
に
よ

っ

て
計
算
し
た
金
額

の
う
ち

、

い
ず
れ
か
多
い
方
の
金

額
が
所
得
金
額
か

ら

控
除
さ
れ
ま

す
。

( 1 )損害額一

所得金額の 10%

(2 )損害額のうち

災害関連支出の金額

平成 5 年中に 保険金などで 1 ら医算療 2 
支払っ た医療 一 補てんされる 1 - 控療式費病

| 除費にを 気 る医
費の総額 金額 j さ控よ支や場療

( 1 れ除 つ 払け 合費

「ーでー]l す し 計たな 除
所得金額の合計額が i| まとて つ が 控

得金額の合計額の5% J 。 て算場ど の
' 所し合で 適

医療費控除額 得たは多 用
- (最高 200万円) 金金、額 を

額額次の 受
かがの医 け

3

、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
の
適

用
を
受
け
る
場
合

一
定
の
要
件
に
当

て
は
ま
る
家

屋
の
新
築
、
購
入
又
は
増
改
築

等

を
し
て
、
平
成

二
年

一
月

一
日
か

ら

平
成
六
年

一
二
月

=
二
日
ま
で

の
聞
に
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合

(
新
築
、
購
入
又
は
増
改
築
等
の
日

か
ら
六
か
月
以

内
に
居
住
の
用
に

供
し
た
場
合
に
限
り
ま
す

。

)
で
、

そ
の
家
屋
の
新
築
、

購
入
又
は
増

改
築
等
に
係
る
借
入
金
を
有
す
る

な
ど
所
定
の
要
件
を
満
た
す
と
き

は
、
居
住
の
用
に
供
し
た
年
か

ら

六
年
間
の
各
年
分
の
所
得
税
の
額

か
ら
、

二
疋
の
金
額
が
控
除
さ
れ

ま
す

。

ー

か
ら

3

ま
で

の
控
除
を
受
け

る
場
合
は

、

領
収
書
や
証
明
書
を

確
定
申
告
書
に
添
付
す
る
こ
と
が

必
要
で
す

。

詳
し
く

は
、
お

気
軽
に
最
寄
り

の
税
務
相
談
室
や
税
務
署
に
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。

12月の納税
固定資産税第3期

国民健康保険税第6期

納税期限12月 26 日 (月)

量
水
器
(
メ
ー
タ
ー
)

取
替
に
ご
協
力
を
/

町
営
水
道
で
使
用
し
て
い
ま
す

量
水
器
は
、
計

量
器
検
定
検
査
令

に
基
づ
き
八
年
ご
と
に
取
替
え
る

こ

と
に
な

っ
て
い
ま
す

。

重
信
町
の
指
定
業
者
に
よ
っ
て

取
替
工
事
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

業
者
が
お
伺
い
し
ま
し
た
際
に
は
、

ご
協
力
下
さ
い
。

な
お

、

お
留
守
の
場
合
で
も
取

替
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す

の
で
、
そ

の
旨
ご
不
知
下

さ

い
。

工
事
期
間

平
成
六
年
十

一
月

一
日

か
ら

平
成
七
年
三
月
十

一
日
ま
で
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連
峰
の
麓
に
あ
る
上
林

へ
き
地
保
育
所
は
、
昭
和
二
十
八
年

「
幼
児
学
級
」
、
昭
和
三
十
年
「
南
林

保
育
園
」
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た

。

昭
和
三
十
四
年
中
学
校
統
合
の

際
、
校
舎
と
り
こ
わ
し
資
材
を
も

っ

て
園
舎
設
立
し
、
そ
の
後
昭
和

五
十
年
、
重
信
町
立
と
し
て
認
可

を
受
け
、
昭
和
五
十

二
年
現
在
地

に
改
築
し
今
に

至
っ
て
い
ま
す

。

現
在
、
三
才
児
か
ら
六
才
児
ま

量・-圃圃『掴幽回目

館
山
内d

虫
園
内hA
W
@

但
附
耐
信

• 5 圃官官ιけのふ:

今日も元気いっぱいです

で
の
二
十
七
名
の
子
ど
も
達
が
、

兄
弟
姉
妹
の
よ
う
に
、
温
か
い
家

庭
的
な
雰
囲

気
の
中
で
、
の
び
の

び
と
元
気
よ
く
遊
ん
で
い
ま
す

。

保
育
所
生
活
に
四
季
織
り
な
す

自
然
を
お
お
い
に
取
り
入
れ
、
心

も
体
も
し
な
や
か
に
の
ば
し
き

っ

て
、
共
に
楽
し
ん
で
い
ま
す

。

輝
く
太
陽
、
澄
ん
で
ど
こ
ま
で

も
高
い
空
、

雲
の
動
き
、
き
ら
め

く
星

、

木
の
葉
の
そ
よ
ぎ
、
飛
び

交
う
鳥
や
虫
、

川
の
せ
せ
ら

ぐ
流

れ
、
山
の
雄
大
さ
、
野
に
咲
く
花

の
美
し
さ
等
・
:

。

自
然
の
様
々
な

も
の
に
出
会
い
な
が
ら
、
体
験
を

積
み
重
ね
共
感
し
あ
う
こ
と
に
よ

り
、
豊
か
な
感
性
、
真
の
力
が
育

ま
れ
、
す
く
す
く
と
成
長
し
て
い

ま
す

。

層
、

議i
((( i 
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一一- - f 金 、 t. 1 、 t 、一ー ら健多
「水の元」の水は冷たっ

護 ヨく =をのあゃなは ま下守てと 泊証
通ふちんお、子すさり温受肌域 f
じれや、じ大ど 。つ 育かけ店の四

-

手上

之
活
の
知
恵
や
物
を
大
切
に
す
る

こ
と
、
勤
勉
さ
な
ど
、
多
く
の
こ

と
を

学
び
、
優
し
き
ゃ
お
も
い
や

る
心
が
育

っ

て
い
ま
す

。

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

一
人

一
人

が
個
性
を
十
分
発
揮
し
て
、
健
や

か
に
育

っ

て
欲
し
い
と
願

っ
て
い

ま
す

。

おお

所
長

大
西
清
美
)

所
在
地

重
信
町
大
字
上
林
甲

二
五

て'っかい竹の子

交
通
遺
児
の

絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

応
募
資
格

臼
動
車
事
故
に
よ
り
保
護
者

が
死
亡
、
又
は
重
度
の
後
遺
障
害

者
(
一
l

三
級
)
と
な
っ
た
家
庭

の
幼
児
、
小
学
生
及
び
中
学
生

画
題自

由

応
募
方
法

作
品
は
、
四
ツ
切
又
は
八
ツ
切

の
画
用
紙
に
ク
レ

ヨ

ン
、
ク
レ

パ
ス
、
水
彩
絵
の
具
を
使
用
し
、

未
発
表
の
も
の
で
一
人

一
点

。

住
所
、
氏
名
、

学
校
名
、
学

年
、
絵
の
題
を
添
え
て
、

〒
四

松
山
市
南
江
戸
一
丁
目
六

l

三

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

愛
媛
支
所
ま
で宮二

五

O
七
O
八

募
集
期
間

平
成
六
年
十
月

三
日
か
ら

平
成
七
年

一
月

三
十

一
日
ま
で

賞
最
優
秀
賞
一
名

優
秀
賞
凹
名
他
多
数

発
表「

友
の
会
だ
よ
り

」

誌
上
で
発

表
す
る
と
と
も
に

、

入
賞
者
及

び
入
選
者
に
は
直
彼
通
知
し
ま

す
。

そ
の
他応

募
作
品
の
著
作
権
は
主
催

者
に
帰
属
し
、
作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん

。
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性

女、
だ
よ
り

回
目ω京
泌
総
サ
回
診

大
自
然
王
国

カ
ナ
ダ
を
訪
れ
て

重
信
町
国
際
交
流
サ
ロ
ン
グ
ル

ー
プ
は
、
元

重
信
中
学
校
英
語
講

師
の
ダ
ニ
エ
ル
・
マ
ク
マ
リ
ー
さ

ん
の
紹
介
で
先
生
の
出
身
地
で
あ

る
カ
ナ
ダ
ケ
ベ
ッ
ク
州
ハ
ル
で
の

文

化
交
流
会
を
メ
ー
ン
に
し
た
カ

ナ
ダ
研
修
旅
行
に
参
加
し
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
は
、
日
本

の
二
十
七
倍

の
面
積
を
有
す
る
国
土
に
人
口
は

二
、
七
O
O

万
人
弱
と
の
こ
と
で
、

大
平
原
、
森
林
、
湖
、
大
河
と
雄

大
な
自
然
が
あ
ふ
れ
で
い
ま
し
た

o

x
、
多
民
族
国

家
で
、
様
々
な
民

族
の
移
民
が
現
在
も
増
加
し
て
お

り
、
人
種
の
モ
ザ
イ
ク
国
家
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、

Jお
互
い
の
民
版
文
化
を
主
張
し
な

が
ら
見
事
に
共
存
し
て
い
る
様
は
、

フ
ラ
ン
ス
様
式
、
イ
ギ
リ
ス
様
式
、

中
国
様
式
、
ギ
リ

シ
ャ
様
式
な
ど

独
特
な
建
築
の
街
並

に
も
現
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
短
い
夏
シ
ー

ズ
ン
を
満
喫
す
る
か
の
様
に
ど
の

家
も
美
し
い
花
で
あ
ふ
れ
で
い
ま

し
た

。

又
、
地
下
鉄
道
、
大
規
模

な

地
下
街
、
地

下
室
等
ア
ン
タ
l

ク
ラ
ウ
ン
ド
か
完
備
さ
れ
て
お
リ

冬
期
の
厳
し
い
寒
さ
が
想
像
で
き

ま
す

。

ケ
ベ
y

ク
州
ハ
ル
は
、
カ
ナ
タ

の
首
都
オ
タ
ワ
の
対
岸
に
あ
り
門

前
一請
は
フ
ラ
ン
ス

語
で
す
。
文
化

交
流
会
の
会
場
は
、
樹
齢
百
年

の

松
の
大
木
を
組
み
立
て

た
ロ

グ
ハ

ウ
ス
風
の
文
化
会
館
ラ

・

カ

バ
ナ

で
し
た
。

重
信
町
長
の
メ

ッ

セ
ー

ジ
を
添
え
た
プ
レ
ゼ

ン

ト
交
換
に

始
ま
り
、
町
肱
を
「
思
か
な
札
制
と

平
和
」
を
ぷ
引
し

て

い
る
と

制
介

す
る
と
全
場
合
体
が
大
き
る
拍
了

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
コ

ー

ラ
ス
、

折
リ
紙
、
着
物
の
着
付
け
、
お
手

玉
、
あ
や
と

り

、
習
字
な
ど
ハ
ル

の
人

達
を
交
え
て
の
実
演
交
流
は
、

フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
、
日
本
語
が

飛
び
か
い
汗
だ
く
の
私
達
で
し
た
。

フ
ィ

ナ
ー
レ
は
、

二
ヵ
国
語
合
同

の
全
体
合
哨
と
、
大
ホ

l

ル
狭
し

と
手
を
取
り
合
っ
て
の
フ
ォ
ー
ク

タ
ン
ス
で
飾
り
ま
し
た
。
お
互
い

言
葉
の
壁
を
越
え
た

心
の
泊
っ
た

交
流
に
大
変
感
動
し
ま
し
た
。

十
二
日
間
の
カ
ナ
ダ
旅
行
は
毎

H

か
楽
し
く
新
鮮
な
発
見
と
得
難

い
経
験
の
連
続
で
し
た

。

今
後
は

こ
の
貴
重
な
体
験
を
生
か
し
て

重

伝
町

の
国
際
交
流
に
取
り
組
み
た

い
と
思
っ

て
お
リ
ま
す

。

最
後
に

な
り
ま
し
た
が
、
関

係
各
位
の
皆

織
や
家
脹
の
温
か
い
ご
用
併
と
ご

協
力
に
心
か
ら
お
礼
山
中
し
卜
げ
ま

す
。

九
月

二
十
一
日
、

町
づ
く
り
を

テ
ー
マ
と
し
て
朝
倉

村

「
繰
の
ふ

る
さ
と
公
園

」
「玉
川
美
術
館
」
菊
間

町
「
錦
松
工
房
」
を
訪
ね
ま
し
た

。

朝
倉
村
は
緑
の
少
年
団
発
祥
の

地
で
す

。

広
い
公
園

内
に

は
全
凶

都
道
府
県
の
木
が
植
樹
さ
れ
、
美

し
い
和
風
建
築
の
古

墳
館
で
は
、

発
掘
さ
れ
た
出
土
品
か
ら
十
日
代
人

の
声
が
聴
こ
え
て
く
る
よ
う
で
し

た
。

玉
川
美
術
館
で
は
世
界

の
絵

倒
、
錦
松
工
房
で
は
伝

統
的
な
菊

間
瓦
の
製
作

工
程
を
見
学
し
て
、

山
米
よ
り
、
そ
の
時
代
を
竺
き
た

人
々

の
姿
が
源
と
な

っ
た
町
づ
く

り
に
感
動
し
ま
し
た
。

十
月

二
卜

二
日
、
異
文
化
相
互

理
解
を
口
的

と

し
た
ア
ン
ケ

ー

ト

を
作
成
し
て
、
重
信
在
住
の
外
凶

人
に
配
布
、
そ
の
解
符
に
基
づ

き

パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ

ッ

シ

ョ
ン

を
開

催
し
ま
し
た
。

パ
ネ

リ
ス

ト

に
野
並
エ
ン
ド

リ

ア
ン
氏
(
ア
メ
リ
カ
)
、
呉
偉
俊
氏

(
中
川円
)
、
サ
ム
ス
ン

・

ネ
ハ
ル
・

ベ
ゴ
ン
氏
(
イ
ン
ド
)
を
迎
え
、
ア

ン
ケ
ー

ト
に
添

っ

て
各
同
の
社
会

環
境
、
出
慣
、
教
ぶ
円な
と
話
し

A
H

U
、
認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た

。

国
際
社
会
を

迎
え
た
今
日
、
異
文

化
の
中
で

生
活
す
る
外
国
の
方
々

に
、
温
か
い

一
声
を
か
け
合

っ
て

地
域
交
流
が
進
め
ば
と
話
し
合
い

ま
し
た
。

又
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
に
、

地

域
と
の
コ
ミ

ュ

ニ
ケ
|

シ
ョ
ン
、

地
域
情
制
版

・
相
談
窓
n

の
設
置

な
ど
の
要
望
か
あ
り
ま
し
た

。

十
一
月

三
日

文
化
の
H

に
、
資

源
の
再
利
用
を
目
的
と
し
た
「
フ

リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

」
を
開
催
し
ま

し
た

。
好
天
に
恵
ま
れ
て
出
店
数
も
多

く
、
盛
況
の
内
に
閉
店
し
ま
し
た

。

こ
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

(
女
性
塾

K

-

W
)

錦松工房にて菊間町



入院をされている皆さんヘ

食事負担金の減額の

申請手続きについて

医
療
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り

入
院
と
在
宅
等
の
負
担
の
公
平

化

を
凶
る
た
め
、
十
月

一
日
か
ら
入

院
中
の
忠
者
さ
ん
に
は
、
診
療
や

は
薬
等
の
医
療
費
に
係
る

一
部
負

担
金
と
入
院

中

の
食
事
に
係
る

一

部
負
担
金
と
を
医
療
機
関
の
窓
川

で
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
も

リ
ま
し
た
。

入
院
中
の
食
事
に
つ
い
て
ご
負

担
い
た
だ
く
金
額
は
次
の
と
お
リ

. 7 ・すιけのよ;

で
す
。

(
な
お
、
こ
の
良
和
傾
は
ト
仏

領
療
養
費
制
皮

の
刈
象
に
は
な
リ

ま
せ
ん

。

)

入
院
時
の
食
事
負
担
金

一
日
に
つ
き
六

O
O
円

た
だ

し
、

次
の
場
人
け
に
は
食
中

負
担
金
が
減
傾
さ
れ
ま
す
。

①
町
民
税
非
課
税

の
刊
帯
の
ん

で
、
標
準
負
担
金
額
の
減
傾
認

定
を
交
け
て
い
る
場
合

一
日
に
つ
き

四
五
O
円

※
過
去
一
年
間
の
入
院

H

数
が

九

十
日
(
平
成
六
年
十

H

一

日
以
降
の
も
の
に
限
る
)
を

超
え
て
い
る
場
合

一
日
に
つ
き
二
一

O
O

円

②
町

民
税
非
課
税
の
世
帯
の
方
で

老
齢
福

祉
年
金
を
受
給
し
て
い

る
場
合一

日
に

つ
き
ニ

O
O

円

右
記
の
減
傾
対
象
の
老
人
保
健

受
給
者
及
び
国
保
加
入
者
の
ん
で

現
在
入
院
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

役
場
町
民
課

保
険
係
に
て
減
額
認

定
申
請
の
手
続
き
を
H
十
急
に
行
い
、

認
定
証
の
交
付
を
受
け
医
鋭
機
関

へ
認
定
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い

。

(
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
)

※
主
人

保
健
交
給
符
の
む

印
鑑
、
受
給
者
社
、
健
康
保

ι
山氏
J
H

.

※

同
保
加
入
の
む

印
鑑
、
健
康
保
険
副

金

円

;

5

E

時

U

改
一
円

笠

易
児
万

四
日

膏
叩

加

産

目

出

近
年
、
出
作
率
の
低
下
に
伴
う

少
I

化
が
進
ん
で
お
り
、
，
卜
供
が

一
回
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
山
岡
崎

つ
く

リ
と
い
う
観
点
か
ら
医
療
保

険
制
度
に
お
い
て
も
出
産

・

育
児

に
つ
い
て
の
支
援
を
充
実
し
よ
う

と
制
度
改
正
が
行
わ
れ
、
同
民
健

康
保
険
に
お
い
て
も
十
月
一

U

か

ら
従
来
の

助
産
費
に
代
え

出
産
育

児

一
時
金
を
創
設
し
、
支
給
す
る

こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す

。

山
尾
前
後
の
諸
経
費
の
家
計
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
に
被

保
険

者
が
出
産
し
た
と
き
の
現
金
給

付

に
つ
い
て
、
従
米
の
助
産
自
(
ニ
ト

凶
万
円
)
に
代
え
、
育
児
費
を
加
味

す
る

出
産
育
児
一
時
金
(

三
十
万

川
)
を
支
給
し
大
幅
に
充
実
さ
れ

ヰ
ナ
し
た

。

山
産
台
児

一
時
金
は
、
十
月

一

日
以
降
の
出
一
段
に
つ
い
て
文
給
付

象
と
な
り
ま
す

。

凶
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
が
子
供
を
山
山
注
さ
れ

た
場
介
は
、

役
場
町
民
課
保
険
係

へ
お
開
け
下
さ
い

。

の品、
a
a帽
l世と品

、

a

a
司
1世FE

 

保
険
料
の

一

納
め
忘
れ
は
な
い
で
す
か
っ
・一

第
一
号
被
保
険
者

・

任
意
加
入

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、
匂

川

き
ち

ん
と
保
険
料
を
納
め
て
い
ま
す
か

。

老
後
の
安
定
し
た
牛
活
を
守
る

た
め
に
も
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ

う
気
を
利
け
て
く
だ
さ
い

。

L

し
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
米
受
け
る
老
齢
基
礎
年
令
の
組

が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

。

ま
た
、
忠
わ
ぬ
慌
我
や
病
気
に

な

っ

た
り
、

一
家
の
大
山

一…
件
を
失

っ
た
り

し
た
と
き
な
ど
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
場
令
が
あ
リ
ま
す

。

?と奪 国民年金は

助け合し\J
;J AKL三
: -J盆

保
険
料
は
、
毎

月

納
め
る
の
が

凶
別
で
す
が
、
何
ら

か
の
血
山
で

納
め
ず
に
放

っ

て
お
く
と
、
納
付

期
限
か
ら

二
年
を
た

つ
と
、
納
め

た
く

て
も

納
め
る

こ

と

が
で
き
な

く
主

リ

ま

す
。

凶
民
年
金
制
度
は
、
粁
い
川
代

が
お
年
寄
り
の
川
代
を
支
え
る

「
附
一
代と
刊
代
の
助
け
合
い
」
で

す
。

人
性
八
十
年
時
代
を
迎
え
て
、

自
分
内
身
の
老
後
の
基
盤
を
築
く

た
め
で
あ
る
と
同
時
に
、
凶
民
年

金
制
度
を
守
リ
、
発
以
さ
せ
る
た

め
に
は
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
大
切
で
す

。

A-
一

度
昨
聞
か
め
て
く
だ
さ
い
。

「
あ
な
た
の
凶
民
年
金
」

篤

士
山
寄

付

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
ん
か
ら

金

一
封
を
寄
付
下
さ
い

ま
し
た

。

高
須
賀
恒
子
さ
ん

門
川
覚
さ
ん

揃

w
m明
さ
ん

ね
た
犬
さ
ん

姫
野
多
加
夫
さ
ん

佐
仙

丹
さ
ん

横，志 L 志卜午
iilJ ; It ;主
l出 ) 11 林 )11 林法IJ
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「
か
わ
い
そ
う
」
と
い
う
こ
と

ー

心
身
障
害
者
差
別
|

身
体
に
障
害
を
持
っ
て
い
る
あ

る
方
が
、
手
記
の
中
で
次
の
よ
う

に
書
い
て
い
ま
す

。

「

車
椅
子
が
初
め
て
で
き
た
こ

ろ
私
は
こ
れ
に
乗

っ

て
歩
い
て
い

た
の
で
す
が
、
ゆ
き
ず
り
の
子
供

を
つ
れ
た

一
人
の
若
い
母
親
が
、

そ
の
子

供
に
向
か

っ
て

、

『
は
ら
、

ご
ら

ん
な
さ
い
、
あ
れ
を
:

・
あ
の

人
は
ア

ン

ヨ
が
悪
い
ん
だ
よ

。

あ

ん
た
も

お
母
ち
ゃ
ん
の
い
う
こ
と

を
聞
か
ん
と
あ
ん
な
ふ
う
に
な
る

ト
?
・

E

』
子
供
は
お
そ
る
お
そ
る
不
思
議

そ
う
に
見
な
が

ら
去
っ
て
い
き
ま

し
た

。

私
の
よ
う
な
障

害
者
を
こ

の
お
母
さ
ん
は
子
供
へ
の

『

み
せ

し
め
』
と

『
お
ど
し

』

の
道
具
に

使
っ
て
い
た
の
で
す

。

」
と

。

た
し
か
に
、

一
見
、
こ
の
「
た

と
え

L
は
穏
や
か
な
よ
う
で
す
が
、

障
害
者
を
人
間
と
し
て
大
切
に
思

う
気
持
ち
は
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す

。

中
学
二
年
生
の
あ
る
女
生
徒
は

次
の
よ
う
な
人
権
作
文
を

書
い
て

い
ま
す

。

「
私
た
ち
は
、
思
い
通
り
に
動

か
せ
る
手
足
が
あ
り
、
そ
れ
を

当

然
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

。

だ

か
ら
、
子
足
な
ど
に
障

害
を
持
つ

人
を
見
た
と
き
、
す
ぐ

『
不
自
由

だ
ら
う
な
。
か
わ
い
そ
う
だ
な

。
』

と
考
え
が
ち
で
す

。

し
か
し
、
そ

れ
は
、
自
分
の
優
越
感
や
自
己
満

足
で
し
か
な
く
、
障

害
を
持
つ
方

へ
の
思
い
や
り
と
い
う
よ
り
、
む

し
ろ
差
別
や
蔑
視
に
他
な
リ
ま
せ

ん
。

ひ
ど
い
表
現
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が

『
自
分
で
な
く
て
よ
か
っ

た

。
』と
い
う
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
同
じ

で
は
な
い
で
し

ょ
う

か
。

な
ん
て

悲
し
く

冷
た
い
考
え
方

な
の
で
し

ょ
う

。

」

と
述
べ
て
い
ま
す

。

人
の
悲
し
み
が
わ
か
ら
な
い
、

人
の
苦
し
み
を
か
え
り
み
な
い
人

間
で
構
成
さ
れ
る
社
会
:
・
想
像
し

た
だ
け
で
背
す
じ
が
寒
く
な
り
ま

す
。障

害
者
に
対
し
「

か
わ
い
そ
う
」

と
思
い
、
そ
う

言
葉
で
表
現
す
る

人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ

う

か
。

そ
こ
で
、
こ
の

「

か
わ
い
そ

う
」
と
い
う

言
葉
の
背
景
に
は
、

い
っ

た
い
何
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

.
力

た
と
え
ば
、
「
私
は
あ
の
人
に
比

べ
て
歩
け
る

」

と
か
、
又
は
「
あ

の
人
に
比
べ
て
ー
が
で
き
る
」
と

い
っ
た
満
足
感
か
ら

、
こ
の
「
か

わ
い
そ
う
」
と
い
う

言
葉
は
出
て

き
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か

。

ま

た
、
こ
う

言
っ
た
人
の
意
識
の
中

に
は
、
物
事
の
す
べ
て
を
優
劣
で

も

っ

て
計
ろ
う
と
す
る
価
値
観
が

存
在
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
し

て
、
こ
う
し
た
価
値
観
に
基
づ
く

社
会
と
い
う
の
は
陣

害
者
に
と
っ

て
は
少
な
か
ら
ず

差
別
的
で
あ
る

の
で
す
。

こ
う
し
た
考
え
方
を
前

提
に
す
れ
ば
、
「
か
わ
い
そ
う
な
存

在
」

で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
は
、
た
い

て
い
の
人
が
「
障

害
者
は
何
も
で

き
な
い
ん
だ

。

し
と
考
え
て
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
に
あ

っ
て
「
や
れ

ば
で
き
る

」
式
の
考
え
方
は
、
「
能

力
の
あ
る
陣

害
者
」

に
対
し
て
だ

け
、
「
努
力
す
れ
ば
で
き
る
。

」
と

見
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
だ
と
す
れ

ば
、
結
局
こ
う
し
た
見
方
も
、

「
努

力
し
て
も
で
き
な
い
障

害
者
L

に

対
し
て
は
「
か
わ
い
そ
う
に

L
と

い
う
レ
ッ
テ
ル
を
は
る
こ
と
に
な

り
は
し
な
い
で
し
ょ
う
か

。

世
の
中
の
す
べ
て
の
人
た
ち
が
、

障
害
者
と
共
に
生
き
る
の
だ
と
い

う
よ
う
な
姿
勢
を
基
本
に
置
い
て

い
け
ば
、
ど
の
よ
う
な
障

害
者
に

対
し
て
も
「
か
わ
い
そ
う

」
と
い

う
言
葉
は
出
て
こ
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

階
段
で
な
く
ス
ロ

ー

プ
の
通
路

が
な
ぜ
必
要
な
の
か
、
路
面
の
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
が
何
の
た
め
に
設
け

ら
れ
、
交
差
点
の
歩
道
で
な
ぜ
メ

ロ

デ
ィ

ー
が
流
れ
る
の
か
な
ど
が
、

本
当

に
わ
か
り
、
障

害
者
の
立
場

に
立
つ
、
」
と
が
で
き
る
人
権
感
覚

。

こ
の
感
覚
こ
そ
が
同
和
問
題
解
決

に
つ
な
が
る
も
の
と
思
い
ま
す

。

| 教育相談室
毎週水曜日 午後l時- 5時
12 月 7、 14、 21 日
1 月 11 、 18、 25 日
図書館3階
64-3437 
直接来られでもかまいません。

友人関係・しつけ・学習方法・いじめ・学校不適
応などお気軽にご相談ください。

-日時

-場所
・電話

人権を諮る集い
12月 1 0 日 (土)

午後l時~

町民会館大ホール

人権に関する意見発表

重信中学校の人権劇

時

所
円与、

合

第6回

日

場

内

人権講座
12月 10 日(却

午後2時30分 - 4H寺

町民会館大ホール

「差別の現実に学ぶ」

徳島県教育委員会

田上勝義先生

第5回

時

所
題
師

場
演
講

日
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「
人
は
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
の

か
・
」

誰
も
が
一
度
は
持
つ
疑
問

で
あ
る
。
そ
の
手
掛
り
と
な
る
と

さ
れ
る
の
が
臨
死
体
験
。

三
途
の

川
を
見
た
、
魂
が
体
か
ら
抜
け
出

し
た
・
・・
等
の
体
験
談
が
数
多
く
報

告
さ
れ
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
と

こ

ろ
は
何
な
の
か
を
探
る
。

一
、
一
、

総
温
四
獄
獄
*

…
一
、
一
件
以

高
齢
化
時
代
の
ボ
ラ
ン
芳A・
ア

田
中
尚
輝
岩
波
書
店

←の
ア4

一
副
E
J
t
[

一
時
テ
酬

一
化
ン

帥

一
齢
ラ

l

一
向
ボ
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. 9 ・すιけれぶ

迫
る
超
高
齢
社
会
。
高
齢
者
の
潜
在

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
し
て
引
き
出
す
条
件
を
整

え
、
そ
れ
を
組
織
化
す
る
こ
と
で
、
社

会
が
直
面
す
る
困
難
を
乗
り
越
え

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
の
提
言
。

貸
出
状
況
(
十
月
分
)

雑
誌
・

紙
芝
居
を
含
め
て
、
一

六
四
五
冊
で
し
た

。

貸
出
ベ
ス
ト
叩
(
十
月
分
)

ー
、
あ
た
し
が
帰
る
家
|
群
ょ
う
こ

2

、
新
横
浜
駅
殺
人
旅
行
|

斉
藤
栄

3

、
さ
く
ら
、
さ
く
ら

|

林
真
理
子

4

、
殺
人
の
詩
集
|

森
村
誠

一

5

、
無
印
親
子
物
語
|

群
ょ
う
こ

6

、
王
さ
ま
魔
法
ゲー
ム
l

寺
村
輝
夫

7
、
セ
イ
ロ
ン
亭
の
謎
|

平
岩
弓
枝

8

、
お
蔭
さ
ま
で
|

石
井
ふ
く
子

9

、
火
車
字
部
み
ゆ
き

山
、
文
学
少
女
|

林
真
理
子

移
動
図
書
館
車
の
お
知
ら
せ

多
く
の
分
野
の
新

刊
書
等
を
積

載
し
て
、
町
内
三
十
六
か
所
の
駐

車
場
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

リ

ク

エ
ス
ト

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

次
の
方
々
か
ら
図
書
を
寄
贈
下

さ
い
ま
し
た

。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

。

〈
町
内
〉
O

相
原

一
さ
ん

O

伊
賀

上
誠
さ
ん
O

矢
野
み
ど
リ
さ
ん

O

藤
原
玲
子
さ
ん
O

越
智

一
絡
さ
ん

O

伊
藤
隠
さ
ん

O

山
内
照
恵
さ
ん

読
書
感
想
文
入
賞
者

本
年
度
も
読
書
週
間
記
念
事
業

と
し
て
、
感
想
文
を
募
集
い
た
し

ま
し
た
と
こ
ろ
多
数
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た

。

入
選

O
「
す
っ
て
は
い
て
し
ん
こ
き
ゅ

う

」

を
読
ん
で
l

北
吉
井
小
2

年

佐
藤
恵
理
子
O

太
が
ん
ば
れ

|
北

吉
井
小
6

年
堀
池
浩
平

O
と
も

だ
ち
に
な
っ
た
、
こ
ん
ち
ゅ
う

|

南
吉
井
小
l

年
葛
原
真
美

O

オ

オ
カ
ミ

王
ロ
ボ
を
読
ん
で
|

南
吉

井
小
5

年
西
村
沙
矢
香

O

強
く

て
、
や
さ
し
く
て

l

拝
志
小
3

年

森
朋
子
O

「
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
も

も
の
本
」
を
よ
ん
で

|

拝
志
小
4

年
松
本
真
美

O
「

私
と
一
緒
で

ゴ
ー
ル
イ
ン
」
|
拝
志
小

6

年

青
井
知
品

O

「
こ
ど
も
の
詩
の
学

校
」
を
読
ん
で

ー

上
林
小
4

年

渡
部
可
奈
子

O

原
爆
詩
集
を
読
ん

で
|

重
信
中
l

年
山
下
梓

O
き

ら
め
く
川
に
l

重
信
中
2

年
小

笠
原
愛
子

O

私
の
中
の
マ
ザ
1

・

テ
レ
サ
|

重
信
中
3

年
八
木
清

ル
仏

佳
作

O

ひ
か
り
と
か
げ
の
ひ
み
つ
l

北

吉
井
小
l

年
戒
能
み
ず
き

O

お

手
つ
だ
い
ね
こ
さ
ん
へ

|
北
吉
井

小
3

年
泉
朔
子

O
「

お
星
さ
ま

の
レ
ー

ル
」
を
読
ん
で
l

北
吉
井

小
4

年
池
川
隆
紀

O
「
森
は
大

き
な
生
き
も
の
だ

」
を
読
ん
で
|

北
吉
井
小
5

年

土
屋
文
美
華

O

水
を
よ
ご
さ
な
い
で

|

南
吉
井
小

2

年
渡
部
紗
代

O

天
の
川
に
行

き
た
い

|

南
吉
井
小

3

年
大
塚

皆
O

あ
ば
れ
天
竜
を
恵
み
の
流
れ

に
1

南
吉
井
小

5

年
安
部
未
来

O
「

チ
ョ

コ

レ
ー
ト
戦
争
」
を
読
ん

で
|

南
吉
井
小

6

年
谷
口
恵
里

香
O

「
先
生
は
魔
法
っ
か
い
」
|

拝

志
小
4

年
野
上
孝
之

O
「
よ
こ

に
き
っ
た
ま
る
い
ご
ち
そ
う

」
を

よ
ん
で
|
上
林
小
1

年
渡
部
真

梨
O

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の

1
0

ー

ち
ゃ
ん
|

上
林
小
2

年
武
智
美

里
O

き
ら
め
い
て

川
は
流
れ
る
|

重
信
中
1

年
潮
雅
之

O

受
け

つ

が
れ
て
い
く

心
|

重
信
中
2

年

中
島
由
希

O

絵
の
具
|

重
信
中
2

年
尾

山

絵
里
O

認
め
合
う
こ
と

の
大
切
さ
l

重
信
中
3

年
大
西

由
美
子

〈
歴
史
〉O
よ
み

が
え
る
古
代
文

書
ー

平
川
南
O

お
年
寄
り
の

歩
ん
だ
時
代
l

西
沢
稔

〈
社
会
科
学
〉O
父
よ
母
よ
|

吉

村
英
夫
O

金
正
日
の
核
と
軍

隊
|

李
忠
国

〈
自
然
科
学
〉O
小
さ
な
自
然
か

ん
さ
つ
1

日
本
自
然
保
護
協

会
O

大
地
動
乱
の
時
代
|

石

橋
克
彦

〈
医
学
〉O
医
界
風
土
記
l

日

本

医
師
会
O

肌
の
歳
時
記
l

鈴

木
啓
之

〈
家
政
学
〉O
カ

ロ
リ
ー

υ乃
の
お

弁
当
|

大
沼
奈
保
子
O

天
然

酵
母
で
作
る
健
康
手
作
り
パ

ン
l

中
道
順
子

〈
芸
術
〉O
花
の
事
典
洋
花
&
グ

リ

l

ン
|
講
談
社
編
O

だ
れ

で
も
で
き
る
最
新
陶
芸
教
室

|
延
原
拓
市

〈
文
学
〉O
照
柿
l

高
村
薫
O

永

遠
も
半
ば
を
過
ぎ
て
|
中
島

ら
も他

三
五
七
冊
受
入
し
ま
し
た
。

〔
今
月
の
休
館
日
〕

5

目
、
口
目
、
川
目
、
目
目
、

幻
目
、
日
目
、
日
目
、
刊
目
、

引
日
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十
月

一
け
か
ら
、
子
防
拡
位
法

が
改
正
さ
れ
ま
し
た

。

集
団
体
怯
極

会
場
に
お
い
て

、

「
防
娘
栂

の
説

明
、
，

T
診
票
の
記
入
、
会
場

内
で

の
体
温
制
定
、
付

/
ナ
子
帳
記
入
ぃ
事

項
の
変
更
、
ず

診
の
徹
底
な
ど
に

よ
リ
、
会
場
が
大
変
混
雑

し
ま
す
。

特
に
、
次
の
こ

と
に
、
正
怠
し
，r

防
被
帽
を
長
け
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

①
余
裕
を
も

っ

て
受
付
時
間
内
に

お
こ
し

卜

さ
い

。

②
予
防
篠
種
に
は
、
お
子
さ
ん
の

健
康
状
態
の
わ
か

る
人
が
、
述

れ
て
来
て
下
さ
い

。

③
円
J
T

帳
・
印
鑑

を
ご
持
参
ド

さ
い

。

同

f

干
帳
の
雌
ぷ
が
な

い
方
は

、

f

防
持
揮
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

。

④
体
温
は
、
「

診
前

に
、
持
栂
会

場
内

で
測
定
し
記
入
し
ま
す

が
、

家
厄
で
も
米
ら
れ
る
前
に
制
定

し
、

健
康
状
態

の
口
主
に
し
て

卜

さ
い

。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
，
十
防
持
m
mば
、

今
年
度
か
ら
、
何
日
中
の
，γ
川
弘

椛
と
し
て
、
希
望
折
が
似
慌
機

均
に
お
い
て
陪
陪
を
受
け

る

こ

l

i

-

-

イ

J
'

l

i
f」
に
な
リ
ま
し
た

。

抜
川
刊
で
さ

る
ほ
域
機
附
は
、
川
叫
ト
仕
ト
本
主
で

す
υ

※
F
r
川
岐
川刊
改
1
u
の
七
な
ス
胞
は
、

中
山
以じ
年
間
川

一
一
け
から
で

す
。

川
し
く
は
、
巴
下
成
じ
れ
1
川
川

の

広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

M

合一一「合
I - [- 1坊接種の改 d に f~!: い、厚生街は、「予防接種ホ

トノ トライン 」 をトー記の とおり開設しf" 1川安樟に |明

する種々の電話相談を行うことになリました。

ホットライン設置場所

045-6714858 1 

1 毎週 「ー l 
圃圃E汗亙原呈BJPZfjZjii議ヨ・・圃圃E盟盟事調醐鵬

病気や老化な どで H'，市 'l ìl日に点陥をきたしてい

る }j に刈し、 1) ノ、ビリ教手:を行います。

対象 町内イ1 : 1tの )i

時間 午後 l時30分 -3時30分

場所 町民会館

担当者 |失 ~l li 、 flli-:;::出法 L 、 ( '1 : ;tl)~tU、上、 保健 ~-rli

料金 無料

・ 事前におけ l し込み卜さ L 、 。

し一ー…一 一一一

12月28日制
午前10時までに

出して下さい

次回は2/28



「ヲ-

②
送
付
さ
れ
た
問
診
票
等

に
記
入

し

、
参
加
時
ご
持
参
ド
さ

い
。

③
定
員
に
な
リ
次
第
し
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

。

(
作
コ
ー

ス

ヰ
川
口ι
卜

名
)

時一白-1*同一「一一-J一一五一一一 | 担当

エプロン 1 1.骨粗し ょう 症についての収解
タ よ パι | ①l閥、症状治療と -flリJ

| ②運動のすすめ
タオル | 

| シウム強化のための作戦
筆に ! tJ 具 |爪|① ルシウムの多く含まれ て いる食
制JJのできる 1- 品・訊問去
服装 |②カルシウム強化献 立(調J!j! ': ，;式食)

健
康
"
つ
く
り

料
理
講
習
会

病
気
別
健
康
教
室

栄養士

{呆健婦

日ご L L Elhlλ 園年末・年始の
にてみ ご込 1・ II"íJÒ

ゆ JZ ラ義主 回ごみ収集、し尿くみ取りは
r ___ ノ↑、 r守- "'主: .-: ・ ・・，..= .:ョ-

iQ 誇 守え位圃 12月31 日(土)から
tali tyl 1 月3日制まで

bナ、ー-/'、 I! LI

k 学 ;:;j 休みとなりま志

防ごう.Ð....
今
川
の
テ
ー
マ
は
、
「
肥
満
と
骨

粗
し
よ
う
症
」
で
す

。

現
在
、
「
肥
満
」
は
幼
児
期
か
ら

間
組
と
さ
れ
、
成

人
だ
け
の
も
の

で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん

。

「
甘
粗

し

よ
う
症
」
に
つ
い
て
も

、

三
十

才
代
で
骨

量
が
平
均
値
よ
り
下
回

っ

て
い
る
人
が
多

く
、

健
康
に
気

を
使
う
五
十
才
代
以
降
の
人
の
方

が
骨
量
が
多
い
場
合
も
あ
り
ま
す

。

今
回
の
教
室
で
は
、

二
つ
の
諜

組
を
参
加
者

全
員
で

体
験
学
習
し

な
が
ら
学
ん
で
い
き
ま
す

。
ー
ナ
快

か
ら
大
人
ま
で
、
参
加
し
た
人
み

ん
な
が
楽
し
み
な
が

ら

減
量
と
骨

強
化
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

対
象
者

肥
満
と
位
判
し

よ
う
蛇

が
気
に
な
る

町
内
在
住
の
方

参
加
費

無
料

開
催
場
所
町
民

会
航

内
容三

川

よ

現
代
の
日
本
人
の
食
生
活
の
中

で
、
唯

一
不
足
し
て
い
る
栄
養
素

は
カ
ル
シ
ウ
ム

で
す

。

カ

ル
シ
ウ

ム
は
、
骨
や
歯
を
作
り

、

精
神
の

イ
ラ
イ
ラ
を
お
さ
え
た
リ
す
る

と

い
う
役
割
を
も
っ

て
い
ま
す

。

今
以
上
に
、
日
常

の
中
で
気
を

付
け
て
隅
い
り
た
い
カ
ル
シ
ウ
ム
と

、

そ
の
不
足
に
よ

っ

て
起
こ
っ
て
く

る
「
骨
粗
し

よ
う
症
一」
に
つ
い
て

一
緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

男
女
間
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す

。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

申
し
込
み
先

地
区
衛
生
委
員
又
は
保
健
婦
ま
で

増やそう8....

これは便利P

1 ft保健婦へ直通電話ができました2

保健 ~'，å への催Lktll;;実 ・ お 1l :1 \ 、合せ等にご

手 '1 J ll 卜 さ L 、 。

ィ、{I :. I I ，'f は、 fì'{ ~ ， 'J: fE' 'It! L\ I~' に五って います。 利 l

， ;:k r人l 作 写人 Hておけば、後で1Jrリ返しお屯

， ir; します。

ぜひ、ごヰ'JJ Il I、さ L 、 。

午前 10時一
1 2時30分

-1~1f1血血E

肥
満
三
川
コ
ー
ス

廿
相
し
よ
う

佐
川
川
コ

ー
ス

※
河
川
制
は

、

中
し

込
み
ぷ
に
刈
し

出
拡
充
込
し
ま

す
。

と
ち

ら

か

一
む
の
受
講
だ
け
で
も

吋
能
で

す
。

申
し
込
み
方
法

①
必
ず
半
前
に
、

き
」
い

。

「月-1-

i 成 7 年 I
I 2'~月 2 日 (木.) I りl:t~ i.也公民 Æ~\

1 5日 日附 i 尚川州刊山T野附馴削f刊打川1'1川ご:1
」一一一L一

十

二
月
は
、
通
常
の
日
程
よ

り

早
H

に
く

み
取
り
を
什
い
、

一

一十
丘
日
で
終
わ
り
ま
す

c

伐

り
の
五

日
間

で
特
に
く

み
取
り

を
要
す
る
と
こ
ろ
を
し
ま
す

。

一
日

は
、
通
市
の

H

程
よ
り

遅
れ
ま
す
が
、
本
H

ま
で
に
は

山見
了
す
る
子
定
で
す

っ

所場

1 11 ・2fιけのぶ

山
町し
込
ん
で
ド
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社怠

畝青

土
守
司
町

n
"
"

固
H
Hド

受
付

開
始

会
場町

民
会
館
大
ホ
l

ル

参
加
費
(
賞
品
・

弁
当
代
含
む
)

大
人
千
円

・

学
生
五
百
円

※
小
学
生
以
下
の
参
加
可

申
込
方
法

町
民
会
館
に
あ
る
申
込

書
に
、

参
加
す
る
級
別
を
記
入
し
、
現

金
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
下
さ

申
込
期
限

十
二
月

二
十
二
日
附

午
前
八
時
三
十
分
1

午
前
九
時
l

平
成
七
年

新
春
文
芸
・
囲
碁
将
棋
大
会

一
月
八
日
制
開
催
/

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い~

重
信
町
文
化
協
会

六
回
ー

一
五
O
O

主
催

寺
間午

後
一
時
1

会
場町

民
会
館

一
階
和
室

席
題当

季
雑
詠

一
人
三
句

(
未
発
表
句
)

午
後
一
時
ま
で
に
投
句

選
者未

定

時
間午

後

一
時
三
十
分
i

会
場町

民
会
館

一
階
婦
人
室

宿
題

「

玄
関
」
、
「
弾
む
」
、
「タ
イ
マ

ー

」

の
一
一
一
題
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、

二
句
を
投
句
す
る

。

投
稿
期
限

十
二
月

二
十
二
日
同
ま
で
に
、

文
化
協
会
(
町
民
会
館
)
へ

選
者上

岡

時
間午

後

一
時
i

会
場町

民
会
館
二
階

応
募
数一

人
当
季
雑
詠
三
首
で
未
発
表

作
品
に
限
る

。

投
稿
期
限

十
二
月

二
十
二
日
嗣
ま
で
に
、

文
化
協
会
(
町
民
会
館
)
へ

選
者武

市

第

一
・

二
研
修
室

喜
久
子
先
生

公
子
先
生

重
信
町
舞
踊
連
絡
協
会

と
は
重
信
町
在
住
者
の
舞

込
乏

の
会
で
す
。

志

藤
葉
流
・
天
心
流
・
西

叶
H

川
流
・
出
本
流
、
紫
雲
館

企
昂
吾
妻
流
と
色
々
な
流
派
の

与
に
集
ま
り
で
子
供
か
ら
大
人

踊
ま
で
総
勢
百
人
余
り
、
春

舞
に
は
お
さ
ら
い
会
、
秋
に

は
文
化
祭
、
地
域
に
お
い

d・幼

;文化協会;

;団体紹介;

会

重
信町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

M
防

舞
踊
協
会
会
員
は

「
美
し

踊
く
老
い
る
事
」
を
テ

|
マ

舞
と
し
て
総
数
百
十
七
名
で

キ

結
成
し
活
動
し
て
い
ま
す

。

-
ヴ
年
に

一
回
の
お
さ
ら
い
全

ニ
を
文
化
活
動
と
し
て
今
年

、
午第
十
六
回
目
の
発
表
会
を

コ

終
わ
り
ま
し
た

。

本
会
は

伊
予
民
踊
研
究
会
に
属
し
、

て
は
敬
老
全
、
パ
ザ
!
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
と
活
躍
を
し
て
お
り
ま

す
。舞

を
通
し
て
親
し
み
も
増
し
、

仲
間
同
志
が
和
気
あ
い
あ
い
と
心

を
通
い
合
せ
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
仲
間
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し

な
が
ら
稽
古
に
精
進
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
舞
に
興
味
の
あ
る

方
、
心
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

，

連
絡
先

田
村
孝
枝

包
六
四
l

八
八
五
九

そ
の
数
総
数
八
百

名
余
り
、
文

化
活

動
・

芸
能
活
動
に

努
め
て
お
り
ま
す

。

重
信
町
内
で
も
公

民
館
活
動

・

文
化

活
動
と
し
て
各
公
民
館
内
の
指
導

者
を
中
心
に
養
成
又
は
行
事
に
体

力
の
許
す
限
り
協
力
し
て
い
ま
す
。

今
後
共
、
ご

町
内
の
皆
様
方
の
ご

指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す

。

踊
り

の
輪
の
中
に
皆
様
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
リ
ま
す

。

連
絡
先
氏
家
富
恵

宮
六
四

二
六
二
六
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重信町道路計画
重信町は、国の第11次道路整備5箇年計画にあわせ、幹線町道の改良計画として、国

道・県道へのアクセス道路の整備、 地域プロジェクトと一体性のある道路整備、公共公
益施設周辺の道路整備等、 「みどりと文化のまち重信」をめざし、順次道路整備を行い
ます。

暗
|アクセス道路の整備 I r 国道 11 号~県道森松重信線開 |
.地域プロジェクトと一体性のある道路整備トrl 工業団地~県道森松重信線開 1

総合公園~県道松山川内線開

ダム ・ゴルフ場~主要地方道伊予川内線問

|公共公益施設周辺の道路整備卜寸 役場・東温高校・国立愛媛病院周辺 |

松山市

|園際安耐ロシのご案内|
外国人留学生を囲んでの

チャリティー交流会
日時 12 月 14 日(ね午後l時一2時30分

場所町民会館

参加者

。 ボーテイング・クワメ・オセイ

(7ゲーナ出身)

o イズ‘ノ、フ\イジ jレワン・ビン

(マレーシア出身)

0 ノ マ ンジャワン(シンガポー/レ出身)

o 李紅志 (中国出身)

参加費 300円(お茶代)

(参加費収益は、ルワンダ募金と

させていただきます。 )

お茶を飲みながら、異文化に親しんで下

さ \" 0

多数のご参加をお待ちしています。

重信町 川内町

口第11次道路整備区間

口計画区間

年末年始の交通安全県民運動

期 間 平成6年12 月 21 日~J<)-平成7年1 月 10 日附

スローガン年末年始 はやる心に早めのブレーキ

運動の重点 1. 高齢者の交通事故防止

2. シ ート ベルトの着用の徹底

3. 無謀・暴走運転の追放

平成 6年度自衛隊生徒募集
受付平成6年11 月 1 日~平成7年 1 月 4 日

応募資格 中学校卒業(見込み合む。)の方で平成7年4月 18 にお

いて 15歳以上17歳未満の男子

試験 l次 1 月 6 日(翁

2次 1 月 2 1 日出-24 日(刈の聞の指定する 1 日

入 隊 3月下旬
詳 し くは、次へお問い合せくださ L 、 。

役場総務課(宮64-2001) 又は、自衛隊松山募集案内所(fi'47-3040)
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農認定をバネに経営発展

業「魅力」と「誇り」

認
定
農
業
者
と
は

将
来
に
わ

た

っ

て
地
域

の
農
業

の
担
い
手
と
な
る
農
業
者

と

し
て
、

市
町
村
が
そ
の
農
業
経
常
改
善
計

画
を

適
当
で
あ
る
と
認
め
た
方

認
定
農
業
者
制
度
の
し
く
み

自
分
の
経
営
内
容
を
見
直
す

経
営
の
目
標
を
定
め
る

(
農
業
経
営
改
善
計
画
の
作
成
)

市
町
村
へ
認
定
の
申
請

市
町
村
計
画
と
の
照
合

認
定
農
業
者
と
し
て
市
町
村
が
認定

目
標
達
成
の
た
め
の
実
践

-
符
州
制
度

に
よ

る

主
従

-
行

政
・

従
来
川
体
に
よ
る

ぶ
緩

E温孟凶猛孟組長冨
-明確な経営計画 ・ 実行 ・
点検の繰り返し

- 魅力ある生涯所得 ・ 労

働時間・労働条件

- 明確なマーケテ イ ング

戦略、 幅広い情報収集

「
創
意
」
と
「
工
夫
」

陸揚æ~~i-~~~且四rCM白R週
嗣!lIl~f;百EEZ罰事草原ヨE潤

訪中
島1(，'、〆4ニ

臨調三i通話盗温
- どんな作 目 の組み合わ

せ、どれ位の規模を目

指すか

・ 資本装備、経営管理、
就業条件等をどう改善

するか

・ その結果としてどれ位

の所得水準、労働時間

等を実現しうるか

農
業
経
営
改
善
計
画

- 計画に記載された目標が、 市

町村が定める「基本構想」 の経

営指標の水準以上であること

・ 目標を達成するこ と 力、確かで

あると見込まれること

・ 農用地の効率的 ・ 総合的な利

用を図る内容とな っ ていること

申請

メリッ ト

. 目標達成のためのノ

ウ ハ ウ の蓄積を関係

機関が応援します

.様々な支媛事業でパ

ッ クア ッ フします

.税制上のメリ ッ 卜力、

あります

.制度資金も借 り 易く

なりま す

脳ヨ姐盛蚤蚕PE重量

計画作りなど
を市町村、 農

業委員会、 農

協、農業改良

普及所等が応

援します

助言

- 専業でや っ て い きたい

が所得水準力、 まだまだ

{民い

・ 経営と家計が未介離で
ドンブリ勘定

・世帯主以外の従事者の
労働の評価があいまい

でイ木日もな い

決
断
・
点
検
・
情
報
収
集

魅力 あ る農業経科'をめさし、経常規模の拡大や集約化、複介化な ど によ っ て経常を発凶させて いこ うと されて

い る農ー家の皆さん、また 、 これから農業を始めたいと 思われている人は、お気'!iI:にこ相談1、さし、 。

お問い合せ先 . 役場産業課 ïî64-2001 附) ( 434 



晴
天
の
十

一
月
十
日

、

上
林
保

育
所
と
老
人
ク
ラ
ブ
全
員
の
交
流

遠
足
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

老
人
ク

ラ
ブ
全
員
十
五
名
と
園
児

二
十
七

名
は
、
午
前
九
時
三
十
分
に
上
林

ト
品

保
育
所
を
出
発
し
パ
ス

で
石
手

た

寺
か
ら
奥
道
後
へ
向
か
い
ま
し
た
。

つ

奥
道
後
で
は
菊
花
展
を
観
賞
し

行

な
が
ら
楽
し
み
の
お
弁
当
を
食
べ

《

た
後
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
石
手
川

後

ダ
ム
や
市
内
を
見
波
せ
る
山
頂
に

道

登
り

、

ア
ス
レ
チ

y

ク
や
八
ド
ミ

奥

ン
ト
ン
に
興
じ
ま
し
た

。

帰
途
の
車
中
で
は
遊
び
疲
れ
た

の
で
し
ょ
う
、
ご
主
人
に
他
か
れ

て

眠
る
子
供
も
い
ま
し
た

。

十
一
月
五
日
、

六
日
に

行
わ
れ
ト

ボ
ー
ル
を

。

」
と
熱
心
に
話
し
て

た
愛
媛
ス
ポ
レ
ク

祭
で
、
見

事
准

下
さ
い
ま
し
た

。

優
勝
さ
れ
た
の
は
、
ゲ
ー
ト
ボ

l

，
・

一
方

、

先
日

の
広
報
に
も
山
山た

ル
老
年
の
部
と
バ
ド
ミ
ン

ト

ン
女

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
チ
ー
ム
。
「
一

子
チ

1
ム
の
方
々

。

・
ヲセ
ソ

ト
は
取
る
と

い
う
こ
と
が
人
1

「
決
勝
戦
ま
で
順
調
に
勝
ち
進

川
の
目
標
で
し
た

の
で
、
そ
の
点

め
ま
し
た
が
、
五
十
崎

代
表
と
の

と
は
達
成
で
き
た
の
で

満
足
し
て
い

決
勝
戦
で
、
最
後
に
逆
点
さ
れ
て
ま
す
。

」
と

メ
ン
バ
ー
の
一
人
小
笠

し
ま
い
ま
し
た

。

」と
残
念
そ
う
な

で
美
雪
さ
ん

(間
待
)。

ケ
l

ト
ボ
ー
ル

協
会
長
の

問
中

長
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
も
ゲ

l

ト
ボ
ー

を
え
(
川
作
)

。
「
ケl
ト
ボ
|

ル

め
:
愛
媛
県

の
レ
ベ
ル
は
高
い
そ

は
、
川
一
代を
也
、え
た
お
も
し
ろ
い

う
で
す
が
、
そ

の
中

で
素
晴
ら
し

ス
ポ
ー
ツ

。

作
い
ど
是
非

ケ
|

お
い
成
績
を
残
さ
れ
た
内
チ
l

ム
の

み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す

。

a
-
え
び

か
ん
つ

あ
っ
と
い
う
聞
に
今
年
も
「
師

走
」。
年
の
暮
れ
の
人
事
従
米
の
慌

た
だ
し
さ
を
意
味
し
て
い
ま
す

が
、
私
に
限
っ
て
い
え
ば
、

年
間

通
じ
て
気
分
は

H

州
之
々
で
す
。

「
、
」
ろ
げ
る
よう
に

年
を
取
る
」

よ
く
聞
く

一
吉川
葉
で
す
が
、
円
取近
本

世l

に
そ
れ
を
実
感
し
て
い
ま
す

。

暮
れ
押
し
つ
ま

っ

て
、
ク
リ
ス

マ
ス
と
い
う
米
し
い

日

に
は
、
日

間
ハ
で
き
な
い
家
嵯
孝
行
で
も
し
て

み
ょ
う
か
な
と

忠
っ

て
い
ま
す

。

み
な
さ
ま
、
と

う

ぞ
よ
い
年
水

年
始
を
お
迎
え
卜
さ
い

。

~ 

保
育
所
を

拠
点
に
し
て

、
地
域
と

の
交
流
が
活
発
に
な
り
、
閣
児
が
地

域
の
子
供
と
し

て
育
つ
こ
と
を

師
、
っ
て
い
ま
す
。

広報の早期配付にご協力下さい。

版

る交夜年(住 高官官
十た j盈光寄 さ齢大
一 め 事 lえ リれ者ホ
fJの ii文射 のま変 |
|ー勉に村 方し i岳/レ
六 強あ の々たザf に
日をわ詐 は õ ~~お
にしも- fl 、 参抑:ぃ
[与| まい 74: 交 bu .ì主 て重
!日しょ f j固さ大、{言
縦た う乞講 il 全車問J
員 。 に 型 話たが信民
松 す、、やお問 問[ 全

高齢者交通安全推進大会
人うも大内が凶山

齢者葉通安宮稽週 一 、さ変に 開条向

人まん心お通 | 重jJ
がた交配けし川ヰi
注、 i邑さる、 |人J j草

草;あ :司王 II 交日1] rBI の
し jっ故て j凪
ませにお事
しなあり は
よいわまの
うよなす.t
0 うい 。 発

一よ みヵ、

J
A

軍
ドh川
町

婦
人
部

の
ん

に

よ
る
ふ
れ
あ
い

市
が
旬
凡
第

一
一
日
時
日
、
j
A

市

~

信
町
木
所
前
で
聞

か
れ
て
い
ま
す
。

ャ

A
V

同
州
人
部
と

し
て
ま
と
ま

っ
て

だ

市
を
開
く
の
は
始
め
て
だ
そ
う
で

必

す
が
、
低
農
業
で
新
鮮
な
肝
菜
や

、

、
安

手
作
リ
加

γi
u
川
が
左
側
で
手
り
れ

ゑ

て
お
り
大
成

山
況

q

M
W

「
ト巾
を
契

機
に
印
刷
人町
出
動

を

a
f
n

i

i

、

泊
先
化
さ
せ
た
い

。

」
と
同
部
長
の

い

松
下
伊

F十
さ
ん
。

安

当
而
は
川

一
一川
(
第

一
日
昨
日

)

で
す
が
、
今

後
は

川
数
を
増

や
す

こ
と
も
械
討
し
て
い
く
そ
う
で
す

。

'j-i自l ミュージアムでは新作イ1'1'同として、いろいろ主ん;1:
に q:. ~刊I を J差 っ て 戴いて民子t; しようと 11 って おリます。 あ

~.tこの fJ'I'i \ 、た感 。t'l I~~1 かな Pi しい感覚の 1y!!!状をおはち して

おリます。 11'旬、送 って 戴い た fド白状は 1;返し放しません 内

締め切り 1) I ﾎ 11 

宛て先 @ï:ï 91 - 02 iMt }í~ m; 稲 (.')If)、.(: '1' i~ll l ~l)() 

'1 iM ミュージアム

問い合せ先 fi64-8R08 I I I .~I奇

NEW YEAR'S CARD EXHfBfTfON 

θ~屯泡〆~~.-æ屯:ß/(!延νB

卜

月

二
十
冗
目
、

1 15・2R乙けの'"~く



zt乙4すめふ-J・ 16 ・

戸
籍
の
窓

十
一
月
十
固
ま

で
の
届
出
分

お
誕
生
お
め
で
と
う

/

北樋横横北横横田横 住

野 河河野 j可原河 原河
田口原原田原 窪 所

山山下重見浩 伊山 j畢上安原 {呆
本本谷 藤内井秀岡 護憲隆光一祐忠 美

者一祥俊i!1i次茂勉敏文

滑義萌篤明美 亙周 出

示子香史梨聡冴衣平 生
!尼

10 10 10 10 10 10 9 9 9 盆三
-・ ・・ ・・・ 年月
12 10 7 5 4 1 29 29 14 日

樋志志樋志上西樋 住
i季 j章 i章

口 } II } I I 口 } II 林向日 所

弁永山奥西菅福菊
保ノ井形川原野田地
議口 和健昇武昌信

i羊悟彦一次彦弘幸 者

階柚静ーひ太幸奈字 亜 出

基樹那成す 美 盆三
l尼

10 10 10 10 10 10 10 10 筆月

27 27 26 26 24 19 14 1 2 日
ー

回志横牛田回樋見南上志牛見 住
i幸 j可 奈野 i季 1耳ミ、

窪 川 原測窪窪口良田林川淵良 所

喜姫佐大樋渡中久村束森井杉控ヱ 氏7 野伯北口部川保 上野ハ
ス千 鶴市忠志信介 貞鹿清富典 名ョ年進 子代市市子勇子

89 83 80 81 65 36 56 86 79 70 31 75 72 
年
令

11 11 11 11 10 10 10 10 10 10 10 10 10 亨E

-・ ・・・・ ・・ ・
亡
σコ

10 2 2 1 31 30 28 28 26 22 21 20 16 日

春!こ先足

時
は
十
二
月
。
外
は
か
な

り
寒
く
な

り
ま
し
た

。

こ
こ
ハ
ウ
ス

の
中
は
、
か

わ
い
い
ア
ネ
モ
ネ
が
た
く
さ

ん
。こ

こ
で
は
、

嘘
の
よ
う
。

撮
影
に
お
伺
い
し
た
日
は
、

ち
ょ
う
ど
出
荷
さ
れ
た
ば
か

り
で
花
は
チ
ラ
ホ
ラ
で
し
た

が
、
一
足
先
に

春
の
気
分
を

味
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

(
田窪
・

高
須
賀
建
こ
さ
ん
所

有
の
ハ
ウ
ス
に
て
撮
影
)

外
の
寒
さ
は

四国電話印刷側印刷~791 -02 重信町大字志津川972番地 合 (0899)64-2001 (代表)

(団晶一一一「一司~-，)I しc-.， (. ' 
14LL; 亡にゴ .喝~.l-l ! . l_,../: _-'" 

'--ι・ 1圃」 J-. 』一 r一-司--
，司... 哩圃且同F・ ・

ず
月 日 j子 事 名 時間 場所

8 (ね
乳児健康診査

13: 30-14:30 町民会館
(H6年2月 ・ 5 月 ・ 8月生まれの者)

10出
役場開庁日

不燃物回収日

1 1(日) 当番医 山本内科 川内町北方 H66-2066 
母親学級④(妊婦) 13: 30 -15 : 00 町民会館

13(刈 離礼食学級
ー・ー曲-------_ ーーーー ーーーー ー ー .

12 
(H 6年8月 ・ 9月生まれの者)

13:30 -15: 00 町民会館

健診結果報告会
9: 30-11: 00 町民会館

15(ね (健診受診者)

人権相談所
ー幽 ー ー ーーーーーーーーー

役場会議室10: 00-15: 00 

16幽 リ ハビ リ教室 13: 30-15 :30 町 民会館
17(お 役場開庁日

18(日j 当番医 八木耳鼻咽喉科 ・皮膚科 重信町牛前I fi64-5400 
19(月) おとしより健康相談室 要予約 14:00-16: 00 役場保健婦室

2H樹
3t.重 (2種)混合予防接種

14:00-14:30 町民会館(H411 月 l 日 ~H426月 30日生まれ且び )
6才 l両町 I1明・日 未lt種者

22(桐 心配ごと相談所 13: 00-15: 00 役場2階第 l全議室

月 23(鎚
祝日のためごみ収集休み ます。 27 日(刈に出して下さい。

当番 l芸国立療養所愛媛病院 重信町横河原 色64-2411

24(土j 役場開庁日

25(日)
不燃物回収日

当番医藤石病院 重信町志津川 H64-1234

26(月) 閲走資産税第3矧 ・国民健康保険税第6矧納期限

28(梢 官庁仕事納め

31出 12月 31 日か ら 、 l 月 3 日までごみ収集・し尿収集は休みます。

1 (日j 当番医 中川外科・ 内科松山市南梅本町 ft76一 78 11

2 伺) 当番[雲 愛媛十全医療学院付属病院 川内町南方 H66-5011 

3 (幻 当番医 藤石病院 重信町志津川 H64-1234 

4(71<) 官庁仕事始め

7 (土j 役場開庁日

8 (日)
新春文芸大会(俳句 ・短歌・ 川 |柳)・新春囲碁将棋大会

当番医西村内科 重信町志津川 H64-2461

1) l'一里 1) qx~手 l!~~~Q三!~~~WIT_~手ー 全~.官
9 (月) 小・中学校第3学期始業式

話どL返り両面相訣室長手記 [iúò二 i6:ÕÕ[説場係位師主
不燃物刷収日

10(刈
問]立幼稚園第3学期始業式

行政心配ご と相談所 13: 00-15: 00 役場2階事l会議室
ーー・・・ _ ------- ーー ー' ーー ーー曹 ーー ー ーー ー ー ーーーー骨骨 ，ーー ー ーーーーー ーーー 骨骨. . . ー・ーーー ー』

12(ね 3種 (2種)混合予防後程
14: 00-14: 30 町民会館(~才伴未7満月の1 日I~朗閉・日 制山未彼生種ま者れ及び)

14(土) 役場開庁日

1 5(日) 成当番人芳医一宮一一一内一病一院 松一山u市;北00徳三本一一田一T一 III8-民全75自-主04079-I1T 

16l月)
燃えるごみの収集休みます。 19 日耐に出して下さい。

当番医 くはた内科 松山市北格本田f H70-0011 

1 8t村
乳児健康診査

13: 30-14: 30 町民 会館
H6年3月 ' 6月・ 9月生まれの名

19(柄
l 才6 力月児健康診査

13:30-14 :30 町民 会館
H5年5月 ・ 6月生まれの者

J'l 
2 1(士) 役場開庁 EI

22(日) 当番医氷山内科 松山市北梅本町 公76 - 1788

23(月) 健康相談(各地区)25 日まで

25(ね 不燃物同JIえ日

印刷 心配ごと相談所 13 : 00 -15 : 00 役場2階事 1会議室

27(翁 リハビリ教室 13 : 30 -15 : 30 町民会館

28(土) 役場開庁日

29(日) 当番医 国立療養所愛媛病院 重信町横inlJ京 公64-2411

30(月) おとしより健康相談室 要予約 14 :00-16 :00 役場保健婦室

3l(必 日fl~民税第4期・国民健康保険税第7矧納期限

お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す

志下上 北 住
� 野
川 林林田 所

喜美事喜 門森牧 氏悶キ

ヰク照 名
子 ヨヨ夫

84 95 95 80 
年
令

10 10 10 10 事E

- ・
tご
σコ

13 12 10 9 日

企画商工課編集愛肢県温泉郡重信町発行
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